
パンフレット
（ 両親指導の手弓l

のす髄
今号か ら私たちの親の会が発行 し、普及に努力 している

パンフレッ ト（両親指導の手引書）を、「ことばの教室」を担当

しておられる全国の先生や関係者に紹介 していただきます。

ご期待 くだ さい。

吃音に関する指導書

「 どもりについての Q ＆A 」榊 山五郎先生〉

「 も しお子 さんが どもった を」（長澤泰 子先生）

F 子 どもの どもり0 ＆A J（長澤泰子先生他）

「 ぼ くとき ど き ども るん だ よ」

（イル コ・ デ・ ギース著）

紹介者・岡山県高梁市立高梁小学校

「ことばの教室」担 当 片岡一公先生

吃音の原因は現在 で もきちん と特定 されて

おらず 、 吃音 に関 す る臨 床 の あ り方 に も様 々

な立場があ ります。私 は自分の指導方針 とし

て、吃症状の変化のみ に一喜一憂す るので は

な く、 吃 音 を も ち な が ら も 、 自 分 ら し く生 き

生き と 暮 ら して い く こ とが で き る よ う に 支 援

して い くこ とが大 切 だ と考 え て い ます 。

私 の吃音 臨床 に大 きな示唆 を与 えて くださ

った愛媛大学 の放水 町俊 郎先生か ら「自分 は

吃音 看 で は な い とい う こ と を謙 虚 に 自覚 す る

ことが 大 切 で あ る」 と うか が った こ とが あ り

ます 。 吃 音 の あ る子 ど も達 に 寄 り添 う立 場 に

いなが ら、 得 て して忘 れ て し まい が ち な こ と

であ る よ うな気 が し ます 。 一 人 ひ と りの 吃 音

のタイプが千差万別 であ るように、吃音への

向き合 い方 もまた人それぞれ。私たち臨床家

は努 力 す る こ とで 、 吃音 の あ る 方 々や 子 ど も

達の気持 ちに近づ けるか もしれ ませんが、完

全に重 ね合 わせ る ことは、不可 能だ と言 う謙

虚さを持 ち合 わせ なけれ ばな りません。

「親 の会」 か ら出版 されてい る指導書 を読

んでいる と、水 町先生 の ことば を思 い浮かべ

る個所が あ ります。 それは神 山先生 が ご自分

の吃音 と向 き合 いつつ生 きて こられた軌跡 が

綴られた一節 （指導書（丑） です。吃音 とどう

向き合 い 、ど う生 きて い くの か とい う こ とが 、

先生 のご経験 をもとに

分か りや す く記 述 され

てい ます。例 えば、吃

音者 でない私 が中途半

端に 吃 音 を語 る よ り、

その くだ りを親 御 さん

と一緒 に読 み合 う こ と

の方が、吃音 をもちな

がら前 向 きに 生 きて い

く こ と の イ メ ー ジ を は る か に も ち や す い と 思

います 。

吃音に関する指導書は全4冊。左記のとお りで

す。

吃音 臨床 の立場が様 々であ り、吃音の有様

も千差万別 である ことか ら、 指導書 の内容の

すべ て を 臨床 に生 か して い く とい う よ り も、

子どもさんや親御 さんの状態 に応 じて、必要

な部 分 を い っ し ょに読 み合 っ た り、 資料 と し

て提 示 した り とい う 「切 り売 り方式 」 で利 用

するのが いいのでは と考 えてい ます。 どの指

導書 も短 い セ ッシ ョ ンで 区切 っ て読 む こ とが

でき、通級指導 の際の短 い懇 談な どの時間に

さっ と読 み合 うに は ち ょ う どい い と思 わ れ ま

す。何 と言 って も 1 冊 の単価 が300 円 （「ぼ く

ど も るん だ よ」 は80 0 円） と安 価 で 、 数 冊 ま

とめ て購 入 し、 こ とば の教 室 に備 品 と して 置

いてお くこ と も可 能 で す。 親 御 さん との 学 習

会でみ んなが一冊ずつ手 に取 って読 み合 うこ

と も で き ま す 。

子 ど も達 が 、 吃 音 を もち な が ら も、 自分 ら

し く生 き生 き と暮 ら し て い く こ と が で き る よ

うにす るために、価値 ある情報 はみんなで共

有してい くこ とが 大切 だ と思 い ます 。

次号か らの 「指導書 のすす め」 も読者 の側

から非 常 に楽 しみ に して い ます 。


